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議案 福田地区乗合タクシーのルート変更等について 

■ 取組の経緯・背景 

東区福田地区は広島市東部に位置しており、地区内の五月が丘・原山団地、大和台

団地及び観音原団地は県道７０号広島中島線の南東側に開発された団地である。また、

当該県道においては広島バスセンターや広島駅と安佐北区小河原地区を結ぶバス路

線（運行事業者：広島バス(株)）が高頻度で運行されている。 

しかしながら、団地内の道路は急勾配で、前述のバス路線の停留所まで距離がある

とともに、これらの団地の住民の高齢化が進んでいることから、自家用車等の交通手

段を持たない住民が日常生活を行う上で生活交通の確保が重要な課題となっていた。 

このため、地域が主体となって福田地区生活交通対策地元協議会（構成員：地域住

民、運行事業者及び広島市）を立ち上げ、乗合タクシーの導入に係るアンケートやワ

ークショップの実施を通じて運行計画を決定し、令和４年４月２５日から実験運行を

開始したところである。 

なお、実験運行期間は令和５年４月２４日までを予定しており、実験運行終了後は

利用状況等を踏まえた上で、本格運行への移行を検討している。 
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■ 変更事業計画（案）の概要について 

現在の運行ルートは福田地区内の商業施設を起点として、各団地を時計回りに

巡回して、再び商業施設に至るルートで、１便の運行に約 40分を要することから、

各団地と目的地間の往路又は復路の所要時間が長くなり、利用者から「乗車時間

が長く利用しにくい」等の意見が出ているところである。このため、五月が丘・原

山団地と商業施設を結ぶルート、大和台・観音原団地と商業施設を結ぶルートの

２つのルートへ変更を行い、各団地と目的地間の所要時間を短縮する。 

また、この度のルート変更に合わせて、１日の運行便数を５便から６便へ変更

することで、利便性の向上を図るものである。 
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■ 事業計画の変更（案）について 

当該地区において、変更を行う乗合旅客運送の事業計画は以下のとおり。 

（下線部：変更箇所） 

変更事業計画（案） 

名  称 福田地区生活交通 

実施主体 福田地区生活交通対策地元協議会 

運行事業者 つばめ交通株式会社 

運 行 路 線 ・ 

運 行 日 等 

（P.3～5 路線図参照） 

 

路線 
系統１ 

(第１便） 

系統２ 

(第２・３・５便) 

系統３ 

(第４・６便) 

運行日 週 3回（月・水・金曜日） 

キロ程 

所要時間 

(循環)12.8㎞・

45分 

(循環)14.0㎞・ 

54分 

(循環)12.8㎞・

50分 

停留所 
27か所（乗降ポイント含む） 

１箇所休止・１箇所新設 

運行便数 

①系統１ １便/日（第１便） 

②系統２ ３便/日（第２・３・５便） 

③系統３ ２便/日（第４・６便） 

運  賃 

大人：300円 

小児：100円 

（小学生未満無料） 

※第１便又は第４便の利用者がユアーズ到着後、引き続き第２便

又は第５便の「福田停留所（下り）～セブンイレブン」まで利

用する場合は、第２便又は第５便の運賃は無料。 

往復利用：500円 

回 数 券：3,000円（300円券 11枚綴り） 

身体障害者手帳所持者及びその介護人：100円 

精神障害者手帳所持者及びその介護人：100円 

療育手帳所持者及びその介護人：100円 

使用車両  ジャンボタクシー（乗車定員 10人）、予備含め 2台 

 


